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ビッグデータのための規格

先をみる組織は、データが戦略を決定するのに役に立つと長い間信じてきた。しかし「ビッグデータj は実際に

効用を実感する前に取り組む必要のある課題を抱えている。最近新たにISO/IEC JTClに研究グループが設置さ

れ、規格化に向けてビッグデータの本質について研究をしている。

ビッグデータという用語は、あらゆるものを含むやや包括的な用語である。アプリケーション(適用)と同数の

定義がある。ビッグデータをどう定義するのか?いくつかの記述があるが、乙乙によく私が会話を始めるのに好ん

で使う「ピッグデータの倫理」という本の定義の一文がある。「ビッグデータという科学技術の側面は、次の、作成

する、ひも付けする、相互に関連付ける、情報集約する、保存する、処理する、及び莫大な量の情報について報告

するなどにその特性である」という記述である。

この簡単な説明においてL ビッグデータは「情報に基づいたより良いビジネス上の決定を下すための大量の複雑

な情報」 のととを表している。しかし「ビッグデータ」は実際に組織に影響を与える前に組織が対処すべき固定化

された課題を抱えている。大企業など営利企業が生み出しているデータ量は膨大である。マッキンゼーによるビッ

グデータに関する研究によると、グローバル・データのl年ごとの増加量は40%にも上ると予測されている。 問題

はもはやデータを獲得することではなく、データをどう処理するかということである。

ビッグデータは多くの課題を提供する。データ保持とデータ品質は多くの課題のうちの2つに過ぎすて必ずしもも

っとも難しい課題とは限らない。ビッグデータを処理し、クエリー(問い合わせ)し、分析し、まとめることは更に難

しくなるだろう。多くの環境では、単にデータを記述すること、つまりデータのためのメタデータを開発することが

極めて重要になる。技術的見地から絶好のチャンスが訪れているが、不運にも、利用できるツール間でアプローチ

や相互運用性が異なり同一運用ができない。ここ何年かの聞にさまざまな企業がデータ分析論やビッグデータ関

連のツールをいくつか開発した。ビッグデータとは無関係に開発されたIT基盤、特にクラウドコンピューティングの

基盤にはさまざまなタイプがある。これらすべての産業技術のビルディングプロック (基盤) は利用することはで

きても、整合しない。相E運用性が欠知している。ビッグデータ解析の多くの要素をまとめる幅広い同意を得たア

ーキテクチャが欠けている。ここにこそこれからISO/IEC規格が解決すべき課題が存在する。

研究グループは、ビッグデータのある用途は基本的人権、社会権、 政治的権利及び法的権利を侵害するか重大

な倫理的問題を含んでいるとの認識について、 今までよりはるかに明確な見解が出されると期待されている。

JTClは迅速に活動を進めるために開発する規格の数を絞る必要がある。よく知られていないことを規格化するこ
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「

とは、科学技術が適切に研究、理解されていないであろうから危険を伴う。反対に市場がある技術で支配的にな

った後に規格化するととも問題が多い。極めて優秀な組織の市場支配を強めるととになるからである。刀'C1は十

分な準備をするとともに科学技術の発展を注意深く見ていかなければならない.

ビッグデータは時間とともに多くの事業単位にまたがる新タイプの企業資源となり、強力なブランドがそうであ

るように競争優位の基盤となり有効に機能するにちがいないとアナリストたちは予測している。もしそうだとした

ら、ビッグデータの効用と脅威についてそれらの可能性を分析し、今後の位置づけについて会社は考え始める必要

がある.

ビッグデータに関連する問題、課題及び機会に対処することによりパラダイムシフトが生じるのは思ったより早

いかもしれない.ガートナ一社の調査によると、 2013年のビッグデータ技術への組織投資は増加を続けている。

例えば~ 2012年には58%の組織がピックデータ技術に投資をしていたのに対して、 2013年には64%の組織が投

資しているあるいは投資を計画している。

規格化を成功させるには、ビッグデータの新しいスキルや戦略だけではなく、ビッグデータ時代がどのように発

展するかを大局的に把握するととが求められるだろう。時間の経過とともに、ピッグデータの複雑性に対しては相

互運用性の基盤が築かれ会社はビッグデータを自分たちの市場により役立てることができるようになるであろ

っ.
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~砂 IS014001の改訂に向けての調査結果

環境マネジメントシステム規格IS014001の今後の内容及び現在の利点に関する最近の調査では、 5.000件を

超える回答を得ることにより、 1S014001が法的要求事項を満たし、環境パフォーマンスを改善する点において特

に役に立つζとがわかった.しかしながら、汚染防止、環境効率及びライフサイクルの考え方を次の版ではより重

点的に扱うべきである。

規格は現在改訂中であるため、調査は一つには人々は何をIS014001の主な利点と考えているのか、またどこを

改善できるかについてよりよく理解するために企画された。調査ではシステムの大部分をIS014001に基づいて構

築している110か国に及ぶ様々な規模の企業から回答を得た。そのうち46%が中小企業であった。 IS014001担当

のISO委員会邸O/TC 207/SC 1)により調査は11の言語で実施された。

回答者の70%から80%がIS014001は法的要求事項を満たし、組織の環境パフォーマンスを改善する点に関し

て高いあるいは非常に高い価値をもっと述べた。法的要求事項を満たし、環境パフォーマンスを改善するととは環

境マネジメントシステムの目的とした重要な結果である。さらに、対外的イメージを改善することも主な利点として

強調された.一方で.調査結果はステークホルダ及び供給者の関与に関する改善の余地を示唆した。

調査結果によると、注意を払う必要がある重要な問題は、製品及びサービスのライフサイクルに関連した環境側

面の特定及び評価だけではなく、汚染の管理及び削減、資湿の有効活用及び公害廃棄物の削減であった。できる

だけ「古くならな同店014001を作るために、将来の課題を考慮に入れて設計しようとするととが重要である.

調査ではまた、 IS014004は委員会が予想したほど広く用いられていないことも明らかになった。さまざまな組

織が環境マネジメントをより深く理解するために、組織が環境マネジメントシステム(EMS)を理解して実仔するこ

との利点を説明する1S014004の改訂も謀題となろう.

IS014001は現在委員会原案の段階(CD)にあり、 ISOストアまたは各国のIS0委員から購入することができる.

2015年半ばまでには改訂版が期待される。
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テクノファ最新ニユース

. IRCA認定移行トレーニング(モジュール1) ~JRCAlCEAR CPD登録コース
『附属書SL解説コース(TM22) J Jl I崎・大阪にて 好評開講中

現在IS09001/14001規格は、 2015年発行に向けて
改正作業が進められています.との改正には、各規格固

有の変更も含まれますが、全規格に共通した変更とし

て「附属書SL (規格の共通構造)J の適用があります。
今後改正されるIS0900 1/ 14001、既に改正された

ISO江EC 27001を理解する上で、附属書SLの正しい理

解が“要"となっています。
との様な背景のもと、個別の規格改正内容の理解と

は別に、共通となる「附属書SLJ を理解することに主

眼を置いたコース「附属書SL解説コース (TM22) J を

企画し、 2014年3月にスタート致しました。当コースで
は、架空組織に対するケーススタディにより、審査にお
いて附属書SL部分の要求事項の適合/不適合を確認で

きるように、と考えられた、実践的なコースです.一方的に講義を聞くのではなく、個人検討やグループ討

議にて答えを導き出すととで、実践的な規格理解に結び付けていただいています.第一線で活躍されてい

る審査員の方々や、組織内で監査をされている方などが参加され内活発な議論が行われており、又、脳を活

性化するために、立ち上がったり、手を動かしながら、積極的に参加いただいています(写真.) 0 

弊社では次期規格改正闘連コースのラインアップを充実させています。
※左記弊社HPトップ画面から「規格改正関
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関連コースでは「附属書SL対応マニュア
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業・組織として、また審査・内部監査員とし

て何を準備すればいいのか!その聞いに、

テクノファのコースでお答えします.

》具体的な解説t グループワークを通じて内容をより深く学ぶことができたと思っていますL
》グループ討議が有効でL 大変参考になりました。
》規格解説〈講義)に重点を置いた研修だと思っていたカえ応用が中Ii:.'-で大変有益であった.
》実際の審査の方法が理解できました。
》業界第一人者の講師であり、最前線の話を伺うことができた.

| コース情報 |

*受講料: 28，800円(税込、テクノファ会員25，920円) *会場: J 11崎 ・大阪
*時間: 9:30....18:30 (CPD 7.5時間相当)
脅鵬師:平林良人(弊社取締役会長、 IS09001改正WG圏内メンバー、 PC283 (OHSAS) エキスパート他)

_-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 、、, 

<<附属書SL(規格の共通構造)とは?:. *具体的内容は、当テクノファニュース本号にて掲歳女
2012年5月に制定された“ISO.刀EC Directives (専門業務用指針)補足指針"中の f附属書SLJ において、

今後制定・改正されるすべてのおo MSSについて、構造・分野共通の要求事項・用語を共通化することが定め
られました.次期ISoo001/14001も附属書SLに基づいた改正が行われています二
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附 SL 特
テクノファ(棒) 平林良人

はじめに
テクノファでは、 2012年から附属書SLについて重点的に情報発信を心がけてきました.その理由は、附属書SL

は規格を作成する専門家向けの文書です紙マネジメントシステム規格(Manag目nent Sys出n Standard.: 

MSS、以下MSSと呼称する)の改訂、作成に多大な影響を与える、また審査員には必須な技術的内容を含んでいる

と考えたからです二

この特集では、平林がメルマガ「つなげるツポj に過去2年にわたって連載してきた附属書SLに関する記事を整

理まとめたものをお読みいただきたいと思いますL

1. 附属・SL(Annex SL) とは
改めて附属書SLとは何かを説明します-;， 1S(コは2012年5月2 日におO月EC Dir回目:ves Partlの一部に fMSS

共通構造/用語定義/テキストは串 」 を編纂したと発表しました.
1SOは2006年から、全てのMSSは構造、用語定義、文章は同じものにするという方針のもと、ボ-}t直轄の特別

委員会 σrCG:J，岨lt Techni但1 C∞r司ina.世on Group) を設立して、検討を進めてきました.それが6年後の

2012年に専門家の使用するガイドISO/IEC専門家業務用指針として成立したものです二

この附属書SLは、 6年の聞軒余曲折をへるなか、あるときはJTCG共通文書 (N316) 、あるときは1SO/IEC

Gu凶e旬、あるいは阻S 但igh Level S仕uctぽゆとか呼ばれてきましたが、 2012年に1So.刀EC Dir町目.ves
の一部になったので坑

2. ISO/IEC Dlrectlvesとは
ISO江ECD註即日刊現S とは、 ISO (ln回na位mal Or，郡n回世m 位 S凶1也rdiza世on:国醸標準化機構)及

びIEC (In出natl∞a1 E1，即位ひ也chnical 白nun話sion:国際電気標準会議;電気工学、 電子工学、および関連

した技術を扱う国際的な標準化団体であり電気関係の標準化はこちらが扱う) :が発行する指示文書であり、

1SO/IECが規格作成からE式発行にいたるまでの必ず守らなければならないルールを規定した専門家向けガイド

ブックでホ
ISQ，江EC Dir前回刊現SにはいくつかのPar凶tありますが、Partlは規格を新しく発行したり、改訂したりするとき

のルールを定めた約160ページの指示書です-;， Partlには付属書が29もあり、大半が規格を作るための具体的な手

順を規定していますL 例えばL 次のようなととに関する手順が決められていますL

・ ISO規格を作る手順

・専門技術委員会の議長、 主査の決め方

・各国言語に関するルール

'TC (Technical canu凶伽ε) 、 SC (:匂b Cαnmi伽e) などの構成

・PC 伊r吋包t Commi住民)の設立方法

-規格作成各段階における投票方法、承認基準

・開催国(ホスト国)の決め方

-各種様式(規格作成段階で使用される書式)

とのような一連の手順書の中の一部に、 2012年附属書SL (MSS共通文書)が次のようなタイトルで編纂されま

した.
"G凶danceα1 廿le d.eveloprr涯nt proc包括出回 s廿ucture of a MSS -High level s廿ucture，回目1包calcαモ

包xtand ∞'mman 加古田剖1d∞red凶nitl∞s for use in ManagE沼nentS四回nStandartl" 
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l!!合服 ISO 同足指針- IUI2 年版

圏
ISOflEC Directives , Part 1 

ISO/IEC 尊門業務用指針.
第1 部

Consolidated ISO Supplement 司

Procedure specific to 150 

統合服 ISO 補足指針・
150 専用手順

図表1 ISO/lEC Di聞は隔s Partl 表紙

3. ISO/IEC Directivesl:離が使う
ISO刀EC Di.rec世vesは、規格を作成する関係者、各国の標準団体(日本では、日本規格協会)、政府関係者L

TC、 SCなどの属する規格作成者が使用する指針でTo 2012年以降改正、作成するMSS規格は修正、新規作成を

問わず、この附属書SLを必ず使用しなければなりません。 2015年を目標に次期改訂の作成作業に入っている

IS09001、IS014001規格も附属書SLを使用しています二このように附属書SLは規格作成者向けの文書ですが、

結呆として最終ユーザーが利用することになる文書でホ

4. 附属.SLの構成
附属書SLの構成は次のようになっています二

序文

1 適用箆図 \5<叩. 1
2 51用規格 (Noll.mdtiul!. I ~h!'， 1'1"L... t 

3 ffl!A及び定書I t Tt:f"m, and de�itian_SJ 

4 組織の状況 \ConteJo't of蜘 Otf:.l向lz.~ÎQn J
4.1 組'廠置及びその状況の理解 tυ伽n由用叩d副In噌E 。叫f由e“。

4.2 ft利l書開係肴のニ一ズ及ぴ銅持の理解
I un(ierit,mdi"g th巴叫刷、同d 副.eε同舗の明日f Î"ter~~!:d p;ilrti...., 

4.3 )(X)(マ才、ジメントシステムの適用範囲の決定
1。巴urmini円車山eKD問。f,h. X貰X miJn iilgement 町宣tem)

4.4 )()(J(マネジメントシλ子ムí~)(xm.o.gem.ot ，y'l~ml 

5 リーダーシッブ Il..d曜日hip)
5.l リーダーシッブ及びコミットメント ~li!:ild~円hlp.吋同市川酬をrd，1

5.2 方針 ( Pollcvl
5 .3 組慢の役割、責任及び権限 l Q(-jJanU31剛訓川町時pøo，iblf川町<lndauU1CflUei I 

6 附画 (Plannl"l l
6.1 リスク及び軽量会への取組み I AttiO川 tO .ad酎叫f"1~") o1nd 叩岡山のIrleio t

6.2 J(X)(!3的及びそれを達成するための計画簸定
‘ jI()tX cb]ective5 Jnd p)annln~ to athlfve r島円m :

7 支催 (Svppo同1

7,1 資a蕩事 (Re師師g刊叫oω刷叫，町E目開e‘μ' 
7.2 力量 IC白。mp副山e町.c.叫) 

7.3 忽富議盤 IA削w抑n附e白聞s日s

7.4 コミニ斗Lニケ-シヨン {白聞m制州t岨t陶10。酬"川' 
7.5 文密化された情報 tDot:um~nledmforrt1auoo} 

-7.5.1 一般 lút:JUUoal )

-7.5.2 作成及び更断 {Cro山崎卸d u凶副ni '

-7ふヨ文.化されたt"慌の管理 !c:.ontrolof 白山町内tpd 1(I(or.."副帆}

B 適用 (Operabcnl

8.1 還周の計画及び管理 I白帥哨lðoAI 仰州10量的~<�UolJ 

9 パフォーマンス野価山巾rmafl日 EO，i4il.ll1tlDn l

9.1 監?l‘ 測定、分析及び評価 (MonttDnnl， me4tO;\Irp{n同1. 問lyミ日向d t'V.l~I'i'耐n l

9.2 内部監査'， Intern副削曲j

9.3 マネジメントレビュー (1)1開asemeont 'l'VJ~W I 

10 被害 !Imp何日間n"

10.1 不適合及び是正処置 ~ Nonωnfgf'l'n町..d日rn:ctLve iI'ﾛO" ) 

10.2 継続的政普 i白川Inufll i岬叩酬明。

図表2 附属書乱の構成制LS構造)

附属書SLは、 MSSが網晶すべき項目をすべて要求事項として規定しており、分野ごと (IS09001、 14001、

27001、 OHSAS18001と的に個別に必要となる要求事項は、主に 「箇条8運用」のととろに規定されるととになり

ます.他の箇条においても分野ごとの追加記述は許されていますが、附属書SLから逸脱(削除)するととは

ISQ月"MB('I凶mical Man何回n叫B伺凶へ報告するととが必要となっています二

この附属書SLの発行は、 MSSの世界においては画期的なことであると思います二なぜ画期的かの理由は、 一つ

に規格ユーザーの利便にあると思います"0 MSSの暗矢と目されるものは、 1987年に発行されたIS09001規格で

す二以降、 2012年まで25年の聞に10を超えるタイプi\(要求事項規格)のMSSが誕生しました。歴史的に上げて

みると、 IS09001、IS014001、 IS027001、 OHSAS18001 (労働安全衛生については摺ISOとしての掻い)など
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が、 MSSとして登場しました。

さらに、タイプB(ガイド規格)を入れると100に近い規格が誕生しています二ちなみに、附属書SLはタイプBの

規格にも適用されます主最近でもこの動きは続き、 IS050001 (エネルギーマネジメント)、お022301 (事業継続マ

ネジメント)、 IS039001 (道路交通安全マネジメント)などが誕生しています二

5. 附属書SLのポイント
ISO!IEC Directivesの一部に組み込まれたMSSのポイントは、筆者は次の7つにまとめられると思っています二

① MSSの構造と用語定義の共通化がなされたこと。

② MSSに普遍的な箇条の文章が共通化されたこと回

③ 組織がMSSを導入する前提を明確にすることが問われていること。

一組織の目的、意図する成果、組織の能力、外部/内部の課題

一利害関係者の特定、利害関悟者の要求事項

④ 組織が前提条件に基づいて適用範囲を決めること。

⑤ トップのリーダーシップを強く求めていること。

一要求事項を事業(ビジネス)プロセスに統合すること。

一意図する成果を達成すること。

⑥ リスクの考え方が導入されたこと。

⑦ パフォーマンスを強調していること。

6. ポイント① MSSの構造と用語定義の共通化がなされたこと
附属書S1:では、上位構造 (HSL: High Level Structure) と呼ばれる10箇条の構造にMSSを合わせるととを

要求している。

図表2は附属書SLの構成であるとともに、上位構造 (HSL: High Level Structure) でもある。

用語は次の22が定義されている。

3.01 3.12 
組織 (orgaI1Ïzation) プロセス (process)
3.02 3.13 
利害関係者(inb町ested pa比y) パフォーマンス (performance)
3.03 3.14 
要求事項 (reQuirement) 外部委託する (outsource) (動詞)

3.04 3.15 
マネジメントシステム (management system) 監視 (monitorîng)
3.05 3.16 
トップマネジメント (top manag臼nent) 測定 (measurement)

3.06 3.17 
有効性 (effectiveness) 監査 (audit)
3.07 3.18 
方針 (policy) 適合 (conformity)
3.08 3.19 
目的 (objective) 不適合(nonconfo口凶ty)
3.09 3.20 
リスク (rî品。 修正 (coπecti∞)
3.10 3.21 
力量 (competence) 是正処置(∞打ぽtive 配tîon)
3.11 3.22 
文書化された情報 (documented îぱormation) 継続的改善(∞ntînual improvement) 

図表3 附属書SLの用語の定義

その後目.20修正l は、本文中にその用語が存在しないことから削除され、総てで21用語となった。

7. ポイント② MSSに普遍的な箇条の文章が共通化されたこと
MSSに普遍的な箇条とは次のようなものを意味しますh
-経営者の責任

・方針管理
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-目標管理
・責任権限

-コミュニケーション

.教育訓練

・文書/記録の管理(附属書S1:ではdocumentedinfonnation) 

.内部監査

・マネジメントレビュー

.是正処置

・予防処置(附属書S1:ではリスクへの取組み)

.継続的改善

以上のような要素は、組織が日常の業務運営を推進していくうえで必須と思われるものですが、附属書Sr.;では上

位構造 (10箇条)にこれらの要素を「共通の文章I でどのMSSにも要求しています二

8. ポイント③ 組織がMSSを導入する前提を閉確にすることが問われていること
従来のISO規格にはなかったものとして、「組織はなぜXXXMSSを導入するのか?J r組織を取り巻く状況はど

のようなものカせというようなことを明確にするように規格は要求しています二まず問われているのは、組織の目的

に関連した組織の能力に影響を与える外部、内部の課題を明確にするととです二

参考にドラッカーは、企業の目的 (purpose) について次のように述べていまホ「企業とは何かを知るために

は、企業の目的から考えなければならない。企業の目的は、それぞれの企業の外にある。企業は社会の機闘であ

り、その目的は社会にある。企業の目的の定義は一つしかない。それは、顧客を創造することである。上回惇生編

訳、ダイヤモンド社、 2001年」

他に、 XXXMSSの意図する成果、 XXXMSSの利害関係者の期待とニーズを明確にすることを要求しています二

9. ポイント④ 組織が前提条件に基づいて適用範囲を決めること

附属書SL箇条3は、 XXXMSSを適用する範囲を自ら決定することを求めています二「組織は，品質マネジメン

トシステムの適用範囲を定めるためにその境界及び適用可能性を訣定しなければならないc J しかし、自由に適用
範囲を決めていいわけではありません。 4.1に規定した外部及び内部の課題、及び 4.2に規定した要求事項(利害

関係者の要求事項)を考慮して適用範囲を決定することを要求しています二

10. ポイン卜⑤ トップのリーダーシップを強く求めていること
附属書SL箇条5は、「トップマネジメントは，次に示す事項によって，品質マネジメントシステムに関するリーダー

シップ及びコミットメントを実証しなければならない。」として、多くの要求をしていますが、中でも次の2つの要求

は重要です二

一組織の事業プロセスへの品質マネジメントシステム要求事項の統合を確実にする。

一品質マネジメントシステムがその意図した成果 (4.1で決定したこりを達成することを確実にする。
事業プロセスへの要求事項の統合は、たった一行の文章ですが、との意味するところは経営の本質にかわるも

のであり、今回の附属書SLによるシステム構築、維持、改善に大きな影響を与えるものであると考えます二ここにお

けるポイントは2つあります。→つは「事業プロセス (business process~ であり、もう一つは「統合

(integration) J です二箇条5.1の注記に「この規格で“事業"という場合、それは、組織の存在の目的 (purpose)

の中核となる活動という広義の意味で解釈するととが望ましい」とあります二事業プロセスとは、組織が毎日行っ

ている活動であり、たとえば市場調査プロセスであったり、商品/サービス企画プロセスであったり、とにかく製品

或いはサービスをお客様に届けるということに関係する活動はすべてがそうであるといえます二

たとえば、研究開発プロセス、設計プロセス、技術プロセス、製造/サービス提供プロセス、購買、品質保証プ

ロセス、配送プロセス、クレーム対応プロセス、アフターサービスプロセスなどは当然該当すると思います二すなわ

ち、組織が顧客に向いて、顧客のために、顧客の身になって行う活動はすべて事業プロセスといってよいでしょう。

すべての企業は、企業自身が作り出す「製品又はサービス(以下、製品という場合もサービスを含む~ J が市場で受

け入れられ、その製品の価値に見合う対価を受け取ることで継続的に存在することができます二

企業が事業を連続的に継承していくためには、常に企業の製品が顧客ニーズと期持に合っていなければなりま

せん。そして、そのためには、企業自身が「常に顧客ニーズと期待に合った製品」を提供していくマネジメントシステ
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ムを構築、維持していくことが重要です二企業のマネジメントは、多様な要素から成り立っています。例えば、事業

モデルの確立、ビジョンと戦略の策定、収益構造の維持、研究開発、安全、環境保全、社会貢献、従業員教育、福利

厚生、財務管理、リスク分析、非常事態への対応、顧客対応と顧客満足度向上、品質管理、非常時対応、事業継

承、内部統制、企業倫理、法例遵守などです二

これらマネジメントの要素は当然のことながら、企業の性質、規模、持っている製品によって異なりまt しかも

これらは、お互いに影響をし合い大きなシステムを作っているので、要素の重要性に順序は付けがたいものです二

11. ポイント⑥ リスクの考え方が導入されたこと

リスクは附属書SL箇条3.09に「不確かさの影響」と定義されています。これから何が起こるか分からない、誰も

未来をいい当てられない状況においても、何が起こりうるかを予測し、それに対する影響を明確にしておくことが

要求されています(予防処置にかわるものと説明されている)。箇条6.1では、同時に「機会 (opportunity) J も明

確にすることが要求されています二附属書SLには機会の定義ほされていませんが、 opportunityは好機とも訳さ

れますのでL 目標達成の見込み、向上・改善のチャンスなど組織にとって良いととについても明確にするととが要

求されています二

ただ、無条件に組織のリスクと機会を決定すると要求しているわけではありません。「①組織の目的に関連した

外部・内部の課題、②MSSの意図した成果を達成する能力に影響を与える外部・内部の課題」に関してのリスクと

機会でなければなりません。

決定したりスクと機会については、 a)MSSの意図した成果を確実に達成する、 b)望ましくない影響を防止又は低

減する、 d継続的に改善することに関するものが求められています二

更に、箇条8.1ではこのa)"，-，c)への取り組みに必要なプロセスを計画し、実施し、かつ管理することが求められて

います二我々は、確実にものごとを実行することは、現在においてしかできません。だれも未来において、何かを確実

にすると言い切れません。我々にでさることは、将来何が起こるのかを予測し、それに備えることの実行だけです二

予測したことが、未来においてその通りになったのか、ならなかったのか、準備したことが適切であったのか、なか

ったのかなどについては、将来の人にしか分かりません。将来の入、すなわち未来に存在する人でも、起きなかった

ことは確認しようがありません。

現在、備えとして行ったことが、実は大きな潜在的効果になっていた、というようなことは誰にも認めてもらえな

い可能性もあります二附属書SLはリスク及び機会を決定するに際して、どのくらいの時間スパンが望ましいかにつ

いては何もいっていませんが、現在の事業計画の延長線上を見定めての決定がよいと思います二

12. ポイン卜⑦ パフォーマンスを強調していること
MMSを徹底させる活動の原点は日常管理にあると思います二標準化しても実践されなければ何にもならないわ

けl:， MMSの一丁目一番地は「維持する」ことにあります二 MSSが要求している適合性は、当然のこととしてこの維

持を含めています二業務手順書の一つひとつをとってみても実はこの維持することが一番むずかしいことである、

と多くの方がいいます二組織にはいろいろな人がいます二また、人は時々入れ替わります二経営環境も変化します二

時がたてばそのうちに顧客へ提供している製品も変わります二このように我々の組織は常に変化にさらされていま

す二そのような環境のもとにおいても「維持すること」はMMSの一丁目一番地でホ

との維持するととがMMSパフォーマンスを向上させるととになります二 MSSパフォーマンスの対象としてどんな

ものを管理するかについては、附属書SLは何も言っていません。

組織が決めればいいのですが、 QMSで例を上げるならば、歩留り、収率、手直し率、クレーム数、苦情数、リコー

ル数、顧客満足度のようなものが想定されます二

以上、本稿では7のポイントに焦点を当てて「附属書SLJ についての説明をしたが、附属書SLは2012年に初版

が発行されてから毎年小さいながら (editorialなもの)改正がされてきており、 2014年には第5版が発行されてい

ます二
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